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5
月
18
日
、
市
公
民
館
大
会
が
豊
科

公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
公
民
館

関
係
者
を
は
じ
め
約
４
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
大
会
の
中
で
、
公
民
館
活
動
功
労
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
次
の
5
人
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
▼
元
明
科
第
一
地
区
公
民
館
長
　
湯

口
仁
和
　
▼
元
大
口
沢
地
区
公
民
館
長

　
市
川
泉
　
▼
元
大
口
沢
地
区
公
民
館

長
　
宮
澤
貯
治
　
▼
元
柏
原
地
区
公
民

館
副
館
長
　
石
井
幸
一
　
▼
元
北
小
倉

地
区
公
民
館
主
事
　
中
村
文
人
　（
敬

称
略
）

　
ま
た
、
今
回
が
初
と
な
る
地
区
公
民

館
報
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞

し
た
公
民
館
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
最
優
秀
賞
　
豊
里
地
区
公
民
館
　

▼
優
秀
賞
　
柏
原
地
区
公
民
館
、
矢
原

地
区
公
民
館

　
入
賞
し
た
公
民
館
報
は
、
大
会
中
豊

科
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
掲
示
さ
れ
、
多
く

の
人
が
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
本
地
区
公
民
館
と
下
堀
地

区
公
民
館
が
事
例
発
表
を
行
い
、
地
区

の
実
態
に
合
わ
せ
て
工
夫
し
て
い
る
こ

と
や
、
活
動
の
様
子
を
伝
え
ま
し
た
。

　
館
報
「
と
よ
さ
と
」
85
号
が
平
成
25

年
度
末
の
第
１
回
安
曇
野
市
地
区
公
民

館
報
の
審
査
会
で
最
優
秀
賞
に
選
出
さ

れ
、
5
月
の
第
8
回
安
曇
野
市
公
民
館

大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
編
集

委
員
会
を
設
け
て
今

年
度
で
10
年
目
の
節

目
で
し
た
。

　
委
員
会
は
区
・
公

民
館
か
ら
の
代
表
と

有
志
に
よ
る
編
成
で
す
。
区
の
広
報
紙

と
し
て
、
区
・
公
民
館
・
社
協
・
育
成
会
・

区
の
各
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
原
稿
や
写

真
の
提
供
に
快
く
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
る
受
賞
だ
と
思
い
ま
す
。

【
講
演
要
旨
】
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
、
公
民
館
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

等
で
様
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
。
地
域
の
防
災
対
策
や
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
の
取
り
組
み
。

　
地
域
社
会
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
の
人

が
い
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
束
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
力
と
な
る
。
上
か
ら
目

線
で
な
く
、
下
か
ら
み
ん
な
で
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
公
民
館
が
事

業
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
を
図
り
、
地
域
課
題
を

少
し
で
も
変
え
て
い
く
。

　「『
学
び
』
は
社
会
に
お
け
る
学
び
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
社
会
を

創
る
学
び
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

　
出
来
上
が
っ
た
新
聞
は
豊
里
区
民
、

特
別
区
民
や
穂
高
公
民
館
、
市
の
穂
高

支
所
や
他
の
公
共
場
所
に
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
穂
高
公
民
館
に
掲
示
し
て
あ
る
多
く

の
館
報
を
見
た
区
内
外
の

知
人
か
ら
、「
新
聞
と
よ
さ

と
」
頑
張
っ
て
い
る
ね
、
と

言
わ
れ
た
と
き
は
「
み
ん
な

が
見
て
い
る
か
ら
頑
張
る

ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
豊
里
区
の
広
報
紙
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
館
報
「
と
よ
さ
と
」
編
集
委
員
長
　
今
福
千
里
）

思
い
で
、
学
習
事
業
、
学
習
活
動
を
捉

え
て
ほ
し
い
。
学
び
は
新
し
い
自
分
づ

く
り
。
何
年
間
も
積
み
上
げ
て
き
た
学

び
の
結
果
が
今
の
私
た
ち
で
は
な
い

か
。
人
と
出
会
い
、
人
と
つ
な
が
り
あ

う
力
、
平
和
を
守
る
力
。
め
げ
た
り
、

へ
こ
ん
だ
り
し
て
も
さ
ら
に
歩
み
た

い
。
そ
ん
な
力
を
学
び
か
ら
得
て
い
き

た
い
。

と
も
に
学
び
あ
い

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て

第
８
回
安
曇
野
市
公
民
館
大
会
開
催

記念講演
「
公
民
館
活
動
を
通
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
」

　
　

金
沢
大
学　

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
部
門
長

浅
野 

秀
重  

教
授　

受賞者の皆さん

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
館
報
と
よ
さ
と
」
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最
優
秀
賞
を
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し
て
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天
野
さ
ん
は
「
働
く
女
性
を
応
援
し

た
い
。」「
頑
張
っ
て
い
る
自
分
を
見
つ

め
、
認
め
て
あ
げ
る
時
間
と
場
所
を
提

供
し
た
い
。」「
ア
ロ
マ
の
持
つ
、
潜
在

意
識
に
働
き
か
け
る
癒
や
し
の
力
を
伝

え
た
い
。」「
け
な
げ
だ
け
ど
強
い
、
植

三
郷
温
の
下
長
尾
地
区
に
、
江
戸
時

代
、
長
く
庄
屋
を
務
め
た
松
岡
家
が
あ

る
。
松
岡
家
は
、
古
代
孝
元
天
皇
の
脈

絡
に
つ
な
が
る
飯
田
松
岡
城
の
系
譜
を

持
つ
。
戦
後
、
家
屋
の
一
部
を
解
体
し

て
柱
を
競
売
し
、
以
前
の
1
／
3
に
縮

小
し
た
が
、
敷
地
１
３
０
０
坪
、
間
口

10
間
、
奥
行
14
間
の
威
容
を
誇
る
大
邸

宅
で
あ
る
。

松
本
藩
主
の
水
野
家
が
失
墜
し
て
松

平
戸
田
家
に
代
わ
っ
た
後
の
享
保
13

（
１
７
２
８
）
年
に
下
長
尾
村
が
成
立

し
、
庄
屋
が
置
か
れ
た
。
松
岡
家
は
享

保
18
（
１
７
３
５
）
年
か
ら
明
治
2
（
１

８
６
９
）
年
に
至
る
１
３
６
年
間
、
下

長
尾
村
の
庄
屋
を
務
め
て
い
る
。
越
庄

屋
を
務
め
た
松
岡
家
分
家
や
中
沢
家
も

近
隣
に
境
を
接
し
、
見
事
な
屋
敷
林
を

物
の
パ
ワ
ー
で
心
と
体
を
癒
や
し
て
、

元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
そ
ん

な
願
い
を
も
と
に
10
年
間
の
Ｏ
Ｌ
生
活

を
経
て
、
１
年
前
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
ロ

ン
ｆ（
フ
ォ
ル
テ
＝
イ
タ
リ
ア
語
で『
強

い
』
と
い
う
意
味
）
を
立
ち
上
げ
た
。

お
客
さ
ま
の
笑
顔
と
、「
り
さ
さ
ん
と

出
会
え
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
感
謝
の

言
葉
に
、
勇
気
を
も
ら
う
毎
日
。
一
人

一
人
に
合
っ
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ロ
マ

の
調
合
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
と
い

う
。サ

ロ
ン
に
来
ら
れ
る
方
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
ア
ロ
マ
で
元

気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、『
ア
ロ

マ
空
間
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
』
の
資
格
も

取
得
。
香
り
の
記
憶
が
残
る
場
所
づ
く

り
、心
地
良
い
癒
や
し
の
空
間
づ
く
り
、

形
成
し
て
い
る
。

戦
前
戦
後
を
通
し
昭
和
の
松
岡
家
に

生
ま
れ
育
っ
た
現
在
の
当
主
、
多
佳
子

さ
ん
は
、
記
憶
の
糸
を
紐
解
い
て
、
時

代
の
背
景
を
語
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
の

家
は
壁
が
な
く
て
、
ふ
す
ま
や
障
子
で

仕
切
ら
れ
た
8
畳
間
が
幾
部
屋
も
続
い

て
い
た
。
父
が
、
壁
の
な
い
部
屋
を
嫌

が
っ
て
、
後
に
押
し
入
れ
を
作
っ
た
。

天
保
4
（
１
８
３
３
）
年
ご
ろ
、
松

本
藩
の
若
殿
、
若
姫
が
、
小
倉
不
動
尊

参
詣
や
室
山
、
黒
沢
の
滝
に
た
び
た
び

足
を
運
び
、
総
勢
70
人
ほ
ど
が
松
岡
家

庄
屋
宅
に
し
ば
し
ば
立
ち
寄
り
休
息
し

て
い
た
。
そ
の
時
の
お
礼
に
姫
様
に
頂

い
た
と
い
う
土
産
が
今
も
残
さ
れ
て
い

る
。今
に
な
れ
ば
随
分
貴
重
な
品
物
も
、

母
は
昭
和
の
時
代
に
か
な
り
焼
却
し
て

ず
っ
と
居
た
い
場
所
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
、
夢
が
膨
ら
む
。

介
護
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
で
も
ア

ロ
マ
が
有
効
だ
そ
う
で
、
患
者
さ
ん
、

利
用
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
過
酷
な
仕

事
で
頑
張
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
を
、
ア
ロ
マ
で
応
援
で
き
る
と
の
こ

と
。頑

張
っ
て
い
る
人
、働
く
人
全
て
が
、

元
気
に
笑
顔
で
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ロ
マ
を
通
じ

て
み
ん
な
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
皆

さ
ん
も
一
度
、
ア
ロ
マ
の
世
界
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？

い
た
。
他
に
も
天
保
と
記
さ
れ
た
品
々

が
多
数
見
ら
れ
る
。

熱い日の熱戦

堀金地域を小旅行

楽しい菊作り講座

6
月
１
日
、
地
区
公
民
館
対

抗
球
技
大
会
は
、
５
８
５
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
2
会
場
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
守
備
交
代
の
わ
ず
か

な
時
間
を
狙
っ
て
、
主
審
に
水
を
持
っ

て
駆
け
寄
る
職
員
も
汗
の
中
。
龍
門
渕

公
園
運
動
広
場
で
は
北
村
地
区
、
上
押

野
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
宮
本
地
区

が
優
勝
し
た
。

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
今
年
度
初
の
競
技
試
合
が
明

科
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
優
勝
は
下
押

野
地
区
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
原
地
区

が
優
勝
し
た
。

芸
大
生
と
中
学
生
の
共
演

6
月
8
日
、
東
京
藝
術
大
学
と

安
曇
野
市
中
学
校
吹
奏
楽
部
合
同

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
改
装
さ
れ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
穂
高
会
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
平
成
17

年
度
よ
り
、
同
大
学
音
楽
学
部
学
生
の

演
奏
指
導
を
年
3
回
受
け
て
い
る
。
１

年
間
の
成
果
発
表
と
し
て
行
わ
れ
た
。

6
月
7
日
、
豊
科
公
民
館
主

催
の
『
楽
し
い
菊
作
り
講
座
』

が
開
催
さ
れ
た
。
全
6
回
の
2

回
目
で
、
苗
の
植
え
付
け
方
を

座
学
と
実
習
で
学
ん
だ
。

講
師
は
光
菊
花
ク
ラ
ブ
の
副

会
長
、鈴
木
輝
彦
さ
ん
（
写
真
左
）。「
気

に
な
る
け
ん
ど
、
10
日
間
は
見
な
ん
で

お
く
れ
。
水
く
れ
た
く
な
る
で
ね
」
と
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
指
導
に
、
19
人

の
参
加
者
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

講
座
終
了
後
に
は
菊
の
苗
が
配
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
で
鉢
に
植
え
ら
れ

る
。
秋
の
菊
花
展
へ
向
け
、
き
れ
い
な

花
が
咲
く
よ
う
毎
日
手
入
れ
が
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

　

食
事
で
健
康
づ
く
り

　
　
　
　

家
庭
に
食
育

堀
金
公
民
館
は
、
安
曇
野
市

調
理
師
会
の
高
橋
清
美
さ
ん
と

山
口
高
司
さ
ん
を
講
師
に
伝
達
料
理
講

習
会
を
開
き
、
地
区
公
民
館
の
女
性
部

の
役
員
30
人
ほ
ど
が
出
席
し
た
。

手
軽
に
作
れ
る
身
近
な
料
理
と
し
て

「
東
京
深
川
名
物
ア
サ
リ
ご
飯
」
と
「
滑

ら
か
リ
ッ
チ
な
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
」
他
４

種
類
の
副
菜
を
学
ん
だ
。

地
産
地
消
と
米
飯
推
進
で
食
の
乱
れ

を
防
ぎ
、
医
食
同
源
の
教
え
と
し
て
、

家
庭
の
食
育
を
考
え
、「
健
康
な
身
体
の

源
は
毎
日
の
食
事
」
に
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

三
郷
公
民
館
は
6
月
10
日
、
千

國
温
館
長
を
講
師
に
「
ふ
る
さ
と

講
座
」
を
開
い
た
。
三
郷
地
域
以

外
の
参
加
者
も
合
わ
せ
、
市
内
の

20
人
ほ
ど
が
堀
金
地
域
の
地
理
や

歴
史
と
文
化
を
現
地
学
習
し
た
。

日
ご
ろ
、
付
き
合
い
の
深
い
隣

接
地
域
に
つ
い
て
、
新
た
な
発
見

の
あ
る
講
座
と
な
っ
た
。

絵：加々美　豊

花：ワレモコウ

暑さを吹き飛ばす一打

プログラム最後に「カンタービレ・コレクション」を

合同演奏賀茂神社境内にて

ていねいに苗を植える

私は一生懸命ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
（
ア
ロ
マ
）
と
は
、

植
物
の
香
り
や
様
々
な
力
を
使
っ
て
、

体
や
心
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
自
然

療
法
。
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ト
レ

ス
ケ
ア
、
健
康
増
進
や
美
容
に
も
役
立

つ
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

働く女性を
アロマテラピーで応援！

古
き
を
尋
ね
て

天野りさ さん
（豊科高家）

⑭
旧
下
長
尾
村
庄
屋
・
松
岡
家

梅雨に煙る松岡家の屋敷林
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柏
原
地
区
は
、
柏
矢
町
駅
周
辺
か
ら

穂
高
西
小
学
校
西
の
農
免
道
路
周
辺
に

至
る
区
域
で
、
世
帯
数
１
６
３
９
戸
、

人
口
４
２
６
４
人
（
5
月
１
日
現
在
）

と
、
安
曇
野
市
で
１
番
目
に
多
い
地
区

で
す
。
西
に
は
富
士
山
に
似
た
形
の
常

念
岳
が
そ
び
え
、
裾
野
の
烏
川
渓
谷
の

眺
望
が
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

公
民
館
活
動
は
、『
文
化
の
香
り
高

い
街
づ
く
り
、
明
る
く
健
康
で
、
絆
あ

ふ
れ
る
住
み
よ
い
街
づ
く
り
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
Ｂ
4
版
2
ペ
ー
ジ
の
公
民
館
報

を
発
行
し
、
隣
組
に
加
入
し
て
い
る
全

戸
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。
最
近
行
っ
た

行
事
の
様
子
や
今
後
の
予
定
を
詳
し
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。

年
2
回
自
然
や
歴
史
を
学
ぶ
日
帰
り

の
バ
ス
の
旅
、
県
外
へ
大
型
バ
ス
２
台

に
よ
る
研
修
旅
行
、
納
涼
祭
、
柏
原
地

区
内
の
14
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
運

動
会
、
文
化
祭
、
ふ
る
さ
と
講
座
や
男

性
料
理
教
室
、
女
性
部
の
講
座
な
ど
、

区
や
地
区
社
協
と
共
催
で
開
く
な
ど
、

毎
月
何
か
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
会
は
穂
高
西
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
借
り
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
名

が
書
か
れ
た
14
個
の
大
型
テ
ン
ト
が
並

び
、
応
援
団
や
選
手
で
に
ぎ
わ
い
、
老

人
ク
ラ
ブ
（
常
念
ク
ラ
ブ
）
も
招
待
さ

れ
て
楽
し
く
交
流
し
ま
す
。

文
化
祭
は
2
日
間
開
き
、
１
日
目
は

プ
ロ
歌
手
を
招
待
し

｢

歌
謡
シ
ョ
ー｣

。

最
終
日
は
新
し
く
始
め
た

｢

世
代
交
流

会｣

を
開
き
、
音
楽
・
芸
能
の
交
流
を

中
心
に
、
祭
囃
子
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
独

唱
、
手
品
、
詩
吟
、
踊
り
や
津
軽
三
味

線
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
父
母
、
祖
父
母

の
皆
さ
ん
が
披
露
、
鑑
賞
し
、
楽
し
み

な
が
ら
絆
を
深
め
大
好
評
で
し
た
。

作
品
展
に
は
生
け
花
や
手
芸
品
、
絵

画
、
書
道
、
写
真
、
骨
董
品
、
盆
栽
や

山
野
草
な
ど
数
多
く
出
展
さ
れ
、
楽
し

く
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
民
館
の
公
的
活
動
サ
ー
ク
ル
は
17

あ
り
、
年
間
を
通
し
て
み
ん
な
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

（
柏
原
地
区
公
民
館
長
　
中
島
清
明)

明
科
芸
術
文
化
協
会
に
所
属
す
る
明

科
音
頭
保
存
会
（
大
月
典
彦
会
長
）
の

22
人
の
会
員
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後

7
時
半
か
ら
明
科
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
。
発
足
し
て
27
年
に
な
る
。
男
性

3
人
、
女
性
19
人
、
68
～
82
歳
の
皆
さ

ん
は
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
身
の
こ

な
し
で
、
舞
台
を
狭
し
と
ば
か
り
に
華

や
か
さ
を
添
え
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で

い
る
。

音
頭
の
作
詞
者
、
伊
東
静
江
（
１
９

０
２
～
80
年
）
さ
ん
は
七
貴
に
住
み
、

合
併
前
に
は
婦
人
会
長
を
務
め
て
い

た
。
歌
詞
が
で
き
て
50
年
、
振
り
付
け

は
藤
間
流
の
家
元
に
依
頼
し
て
40
年
。

安
曇
野
市
に
な
っ
て
も
「
明
科
音
頭
」

は
踊
り
続
け
た
い
、
と
熱
い
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
。
他
に
「
恋
の
町
明
科
」

も
踊
る
。
作
詞
者
は
富と

み

家や

一は
じ
め（
35
年
～
）

さ
ん
。
中
川
手
在
住
。
振
り
付
け
は
藤

間
流
の
家
元
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
テ
ン
ポ

に
世
代
を
超
え
て
口
ず
さ
め
る
。

指
導
す
る
早
川
春
枝
さ
ん
は
踊
り
歴

　
連
日
「
こ
の
時
期
、
過
去
最

高
の
気
温
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
い
る
。
か
と
い
え
ば
、豪
雨
に
雷
、

雹ひ
ょ
う

が
降
っ
た
り
、
目
ま
ぐ
る
し
く
気
象

状
況
が
変
化
す
る
。
異
常
気
象
と
い
え

ば
そ
う
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
何
が
異
常
で

何
が
正
常
な
の
か
、
す
で
に
分
か
ら
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
気
が
す
る
。

　
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
う
わ
さ
も
聞

く
。
夏
は
猛
暑
に
な
る
の
か
冷
夏
に
な

る
の
か
、
ま
た
ま
た
最
高
気
温
の
更
新

に
な
る
の
か
…
。
信
州
で
も
ク
ー
ラ
ー

は
必
需
品
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

か
。
逆
に
ク
ー
ラ
ー
が
効
き
す
ぎ
て
冷

え
に
困
る
こ
と
も
悩
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
・
Ｔ

65
年
、
学
生
時
代
か
ら
だ
と
い
う
。
一

時
は
6
教
室
を
持
っ
て
い
た
が
大
病
を

し
、
会
長
職
は
辞
し
た
が
指
導
は
親
切

で
厳
し
い
。
踊
る
と
き
の
着
物
は
「
あ

や
め
」
を
模
し
た
も
の
と
、「
ニ
ジ
マ

ス
の
う
ろ
こ
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
製

し
た
も
の
と
が
あ
る
。

中
国
と
交
流
の
あ
っ
た
と
き
は
、
踊

り
を
通
し
て
親
善
を
重
ね
た
こ
と
を
懐

か
し
む
。

○
入
会
歓
迎
　
ご
希
望
の
方
は
、
電
話

62
・
３
３
９
１
（
会
長
大
月
ま
で
）

年
会
費
　
１
０
０
０
円

地
区
公
民
館
だ
よ
り

柏
原
地
区
公
民
館

第一回世代交流会

色鮮やかな衣装で和気あいあいと踊る

グ
ル
ー
プ
紹
介

明
科
音
頭
保
存
会

欅


